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擬率が零の概複素接続 V をもっ複素多様体M上の曲線 c( t) は，ある実関数 a(t) ， b(t) に対し
て，方程式 VctIC(t)= a(t)c(t)+b(t)Jc(t) を満たしているときに， H プラナー曲線といわれ
る。ここで， J はMの複素構造である。特に a(t)=O で b(t) が定数のとき，曲線 c( t) を，本論文
では， H測地線という。二つの接続 V と V' は，全てのHプラナー曲線を共有するとき， H-射影同値で





を出発点として，複素射影空間 pn( C) 上の Hプラナー曲線及びH-測地線と，一般の複素多様体M上
のH- プラナー曲線及びH-測地線との関連を， pn (C)ーカルタン接続に関する展開を用いて述べた。
これらの結果を用いて，次の定理を fゆる。
定理。接続 V と V'は次の条件(1 )(2)(3)(4) を満たすと仮定する。(1)リッチテンソルが対称でJ不変， (2) 
(2) リッチ平行， (3)任意の H-測地線のパラメーターをいくらでも延長できる。 (4) V.のリッチテンソル
が零か，ある点で負の固有値をもっ。このとき ， V と V' がH- 射影同値であれば， V= γ となる。







体について類似の研究を行うことは散発的にしかなされていなかった。数年前に 2 階の G構造の立場
からカルタン楼続をもっ多様体に関する一般論が落合卓四郎氏によって作られたので，吉松君はこれ
を複素多様体とその接続について適用し，精密な考察を行うことによって本研究を成功させた。
以下， M は複素多様体， 17 はM上の擬率 O の概複素接続を示す。接続をもっ多様体における道，測
地線，完備性，射影変換などの概念に対応して， M と F に対して M上の H プラナー曲線， H測地線，
H完備性，日射影変換などを定義し， Mの二つの接続 17 , 17' は H プラナー曲線を共有するとき H射影
同値であるという。この論文の前半ではこれらの概念を吟味し，曲線の複素射影空間への展開を議論
し，いくつかの定理を得た。この後，可微分多保体に対する田中昇氏の一定理に対応してつぎの主定
理を証明している， M 上の H射影同値な 17 ， 17ノが共に H完備でそれらのリッチ・テンソルが平行でエ
ルミート型とし， 17 のリッチ・テンソルが O または負の間有値をもてば 17=17'である。系として，こ
の条件をみたす F についてはMの H射影変換群と正則アフィン変換群が一ー致することがわかる。
吉松君のこの研究は複素多保体の接続とその射影変換に関して重要な結果を与えており，本論文は
埋学博士の博士論文として卜分価値あるものと認められる。
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